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で
聞
こ
え
る
よ
う
話
す
等
も
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。

　
学
生
の
出
席
率
は
非
常
に
高
い
。
欠
席
が
多
い
学
生

は
授
業
開
始
の
早
い
時
期
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
本
人
へ
の

指
導
を
す
る
と
と
も
に
親
に
も
通
知
す
る
。
親
子
面
談

も
今
や
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
、
就
職
、
学
業
、
生
活

態
度
な
ど
の
相
談
に
の
っ
て
い
る
。
二
十
歳
を
超
え
た

学
生
の
三
者
面
談
も
生
徒
へ
の
対
応
で
あ
る
。
大
学
で

の
学
生
の
勉
強
は
、
科
目
の
目
標
を
達
成
す
れ
ば
所
定

単
位
を
と
っ
て
無
事
卒
業
で
き
る
。
こ
の
合
間
に
ア
ル

バ
イ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
、
就
職
の
時
期

に
な
れ
ば
、
企
業
訪
問
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
勉

強
・
研
究
そ
っ
ち
の
け
で
没
頭
す
る
。
海
外
留
学
、
自

主
研
究
、
現
地
に
溶
け
込
む
旅
行
、
部
活
、
読
書
な
ど
、

自
ら
人
生
を
学
ぶ
こ
と
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。

　
大
学
が
学
生
に
推
奨
し
て
い
る
の
は
資
格
取
得
や
公

務
員
採
用
試
験
な
ど
で
あ
る
。
大
学
（
文
部
科
学
省
）

の
意
向
と
学
生
の
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
保
証
人
の
希
望

の
最
大
公
約
数
が
、
学
生
の
生
徒
化
で
あ
る
と
言
え
る
。

大
学
進
学
率
が
半
数
を
超
え
る
時
代
で
学
生
の
生
徒
化

は
、
高
い
学
費
（
税
金
）
に
見
合
っ
て
必
然
の
気
が
す

る
。

　
大
学
設
立
の
当
初
の
意
義
を
考
え
る
と
、
複
雑
な
気

持
ち
に
な
る
。
社
会
に
出
て
指
導
的
な
立
場
に
立
つ
の

に
必
要
な
、
幅
広
い
教
養
、
自
主
的
な
学
習
意
欲
、
未

知
へ
の
旺
盛
な
探
究
心
な
ど
、
ど
う
大
学
で
教
え
る
の

か
が
難
し
い
課
題
で
あ
る
。
真
の
エ
リ
ー
ト
を
教
育
す

る
対
象
者
と
学
生
と
の
定
義
が
現
状
と
乖
離
し
て
い
て

良
い
の
か
再
考
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

本
経
済
新
聞
に
「
生
徒
化
進
む
大
学
生
」
の
コ

ラ
ム
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
学
生
と
生
徒
の
差

は
何
か
を
、
浅
学
を
補
填
す
る
た
め
に
調
べ
て
み
た
。

　
学
生
と
生
徒
に
共
通
し
て
い
る
の
は
「
生
」
で
あ
る
。

「
生
」
の
語
源
は
土
か
ら
芽
が
出
る
こ
と
で
あ
る
。
未
熟

な
状
態
な
の
で
、
成
長
中
、
そ
こ
か
ら
勉
強
中
の
意
味

に
発
展
し
た
よ
う
だ
。「
徒
」
は
偏
が
道
を
、
旁
が
歩
く

こ
と
を
示
し
、
道
を
歩
く
人
た
ち
を
意
味
す
る
。
未
熟

な
若
者
集
団
を
教
育
す
る
こ
と
か
ら
、
生
徒
と
定
義
し

て
い
る
。「
学
」
の
旧
字
は
「
學
」
で
家
の
中
で
子
が
右

手
左
手
を
使
っ
て
色
々
な
芸
、
作
法
等
を
真
似
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

　
か
つ
て
「
学
生
」
は
寺
で
修
行
す
る
、
官
吏
等
の
試

験
の
た
め
勉
強
し
て
い
る
若
者
集
団
を
指
し
た
。
生
徒

と
学
生
は
、
若
者
の
集
団
で
も
受
動
的
か
能
動
的
か
に

違
い
が
あ
る
。
英
語
で
は
学
生
はstudent

、
生
徒
は

pupil

で
あ
る
。student

は
、study

を
す
る
人
か
ら
来

た
言
葉
で
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
ひ
た
す
ら
勉
強
、
研

究
す
る
若
者
を
指
す
。Pupil

は
ラ
テ
ン
語
のpupus

か

ら
発
生
し
た
用
語
で
未
熟
な
子
供
集
団
を
表
し
て
い
る
。

東
洋
と
西
洋
と
で
学
生
と
生
徒
の
定
義
の
考
え
方
が
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
昨
今
の
大
学
を
見
る
と
、
中
高
等
学
校
と
教
育
状
況

が
似
て
い
る
。
講
義
は
一
学
期
一
六
コ
マ
で
構
成
さ
れ
、

毎
回
出
席
を
取
り
、
教
員
が
休
講
す
れ
ば
補
講
が
あ
る
。

授
業
の
内
容
は
学
生
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
と
、
ど
の

教
員
も
丁
寧
に
配
布
資
料
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
作
成

し
て
説
明
す
る
。
マ
イ
ク
を
使
用
し
て
教
室
の
隅
々
ま
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